
様式３

学校番号

専門研修（キャリアアップ講座・短期研修講座）への積極的な受講を促すとともに、各研修を通して教員の資質向上を図る。

〔授業アンケート〕
・ICT端末の授業内稼働率
・授業外で活用機会提供率
・JamboardやPadletの稼働率

・公開授業来校者数
・第1回体験入学参加者
・進路相談事業ブース来場者
・第2回体験入学参加者
・リモート進学相談会参加者
・インスタグラムフォロワー数

保健課

健康で安心して、安全に学校生活を送れる環
境づくりを推進する。

身体計測や各種健康診断・健康相談等を通して自身の健康状態を理解させ、生徒の健康の維持増進を図る。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

評価項目 生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

教務課

〔授業アンケート〕
・玄洋メソッドの徹底状況
・ICTの活用状況
・授業成果の向上を分析し、研修受講等を促す

授業規律の確立と部活動の活性化を図り、自
尊感情、自己有用感を醸成できる環境を整え
る。

ＩＣＴの導入・実践を促進し、生徒の学習環境
の改善、観点別評価のさらなる充実を図る。

広報活動を充実することで、「地域に信頼され
る学校」を実現する。

ＳＣや訪問相談員と連携を密にして、生徒に寄り添った支援を、機を逃さず行う。

いじめアンケートを基に生徒の状況把握に努め、学校全体で生徒を見守る体制を作る。

学年と連携し、個別の支援・指導計画を作成することで、個々の生徒への合理的配慮につなげる。

ＳＣや訪問相談員等と各教員を積極的につなぎ、円滑に情報共有できるようにする。

生徒情報交換会等の研修を通して、教員の特別支援に対する知識や理解を深める。

教員の生徒指導に関する困り感に対して、適切な手助けをする。

様々な困難を抱える生徒への支援を充実させ
る。

教職員の特別支援に関する知識・理解を深
め、効果的な指導を行える環境を整える。

授業アンケートの結果を職員に還元し、研鑽の機会を設けることで、ICT端末の授業での稼働率８０％、授業外での活用機会
提供率６０％を達成する。

スタディサプリやICT端末を用いた個別最適化された学びを通して基礎学力向上を図る。

成績処理の更なる効率化を図るとともに考査リフレクション日の適正な運用を図る。

授業規律の徹底、並びに効果的に学習の到達点を意識できる授業展開を推進する。

観点別評価による授業改善と振り返りの充実を図る。

・基礎学力・基本的生活習慣を身に付けている人、または、身に付けたいと強く希望している人
・部活動や生徒会活動に３年間継続して取り組める人
・ボランティア活動に主体的に参画する意思を有している(特に行事の企画・運営等に興味を持っている）人

・「公務員なら玄洋」をキャッチフレーズに、公務員を目指す生徒の指導を充実させ、学校設定科目を開設して正課授業でも公務員試験の対策を行うことができるようにする。
・元寇防塁の保全活動や元岡豊年まつり、福岡マラソン等、地域と連携した地域貢献活動を推進し、多くの生徒が主体的に参画できるようにする。
・本校のキャリア教育で自分に合った進路を見つけ、選択した進路を実現するため、３つの系（「大学進学・公務員系」「専門学校進学系」「就職系」）を設け、進路に必要な科目を選択履修
できるようにする。

・自己有用感や自己肯定感を持ち、地域社会の貢献に必要な基礎学力やコミュニケーション能力、基本的生活習慣等を身に付けた人材の育成

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

年度重点目標 具体的目標

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

生徒の基本的生活習慣の確立を目指す。

学習意欲の喚起と基礎学力の向上を図る。

教務領域の共通理解と改善を推進する。

〔授業アンケート〕
・玄洋メソッドの徹底状況
・ICTの活用状況

令和　　７　　年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 玄洋 高等学校

　〈成果〉
①生徒の風紀面や授業規律の面で向上が顕著に見ら
れた.
②部活動の活性化により県大会以上に進出する部が
増えた.
.③地域貢献活動を活発に行い地域からの好評価を得
た.
④公務員合格を目指した教育課程導入により県の行
政職に現役合格を出せた.
⑤ＳＮＳを通じて本校の取組を効果的に広報できた。
　〈課題〉
①元気の良い挨拶の定着
②校内美化の推進
③出席率の向上
　令和７年度は職員の意識改革及び指導改善を図り、
明るく清潔で、落ち着いた雰囲気の学校づくりを目指
す。

「師弟同行」「開拓者精神」を基本理念として、教師と生徒がともに学び、謙虚さと感謝の念を持ち、新しいことに果敢に挑む気風に満ちた学校づくりに取り組む

学校運営計画（４月）
評価

（総合）

人々の支えに気付ける心を育て、貢献しようとする志を持つ生徒を育成す
る。

・ボランティア活動をはじめとして、地域貢献活動への参画を積極的に行い、自己有用感や自己肯定感及び社会貢献の志を育成する。
・教職員が一丸となることを再認識するとともにチーム玄洋としてことに当たる姿を生徒に見せることで、支え合うことの大切さを生徒に示す。

学ぶ喜びを感じる心を育て、学力の向上を狙う生徒を育成する。
・玄洋メソッドに沿って、評価規準を示すだけでなく、評価基準を視覚的に示すことで学習の到達点を意識できる学習指導を実践する。
・原点に立ち戻り、授業を受けることの大切さを再認識できるような授業改善に努めるとともに、気付きの大切さを感じることができる授業を推進する。
・生徒目線での学校情報を生徒らに配信する機会を設けることで、ICT機器の活用力と情報モラルの向上を図る。

場に応じた振る舞いを意識する心を育て、社会人としての気品をもつ生徒を
育成する。

・発達支持的考え方を念頭に置き、個に応じた適切な支援に努め生徒との信頼関係の構築を図り、社会人としてあるべく姿を提示する。
・生徒状況を全職員で共有し、組織的に生徒の成長を支援することで、課題予防的生徒指導の構築を目指す。
・物事を正しく判断するためにも環境を整えることを意識できるような声掛けをとおして、心を落ち着かせることができる環境づくりに努める。

幸せを感じることができる心を育て、多くのことに挑戦する生徒を育成する。
・将来像を描けるように類系別・学年別に整理した進路指導を計画的・組織的に実施していくことで、生徒一人一人の希望進路実現を図る。
・自らの行動を客観的に見詰めることを意識させることをとおして、相手や周囲の人々の立場に立って物事を考える力を育成する。
・本校独自の公務員講座の充実を図るために、教師自らが学ぶ姿勢を念頭に置き研修に努めるとともに、生徒の希望進路実現を目指す。

学校運営方針

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

社会人基礎力を身に付け、地域の人々と共に未来を創り支える人材を育成する学校
　　　授業や学校行事、部活動等での成功体験を積み重ねることで、自己有用感や自己肯定感を高め、学びに向かう力を育み、地域社会の発展に参画し、貢献できる人材を育成します。

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

アンケートやリフレッシュタイム、個人面談を通して、生徒が校内に相談できる教員を複数もつことができるようにし、信頼関係
の構築やいじめを見逃さない仕組みづくりを行う。

周りからの見られ方を意識させながら、身だしなみの大切さを考えさせ、落ち着いて授業を受ける環境を整える。

指導に困難を伴う生徒には複数で対応し、その後の教師間による情報共有を密に行い、より丁寧な指導体制を構築する。

部活動、生徒会、ボランティア活動への積極的な参加を促し、自己有用感を育てる。

遅刻・欠席の家庭との連絡を密にし、毎日の基本的生活習慣の確立を図る。

保護者等（PTA）、生徒会と協力し、朝の登校指導や生徒間、生徒教職員間のしっかり発声しての挨拶を励行する。

ICT端末を活用した個別最適な学び・協働的な学びが実現できるよう環境を整える。また、観点別評価を効果的に行う方法を
検討し職員へ還元する。

希望者を対象としたＩＣＴ活用研修を頻回開催し、職員アンケートにおいて職員のＩＣＴへの習熟度 平均９０点以上、生成ＡＩの
利用率７０％以上を達成する。

玄洋メソッドの周知・徹底・推進を図る。

各研修や授業アンケート等を通して生徒の実態や学力、学習の取り組み方を把握し、生徒の実態に応じた授業改善・推進を
図る。

研究授業週間やＩＣＴ研修を通してChromebookを使った授業を学校全体で実施し、ＩＣＴの積極的な活用を推進する。

授業改善をさらに推進し、生徒が授業でＩＣＴを
日常的に活用する授業を浸透させていくこと
を目指す。

基本研修や専門研修等の円滑な運用を図
る。

校内外の環境美化意識の向上を図る。

感染症予防対策の啓発や保健教育等を通して、自他の健康・安全・安心につなげる意識の向上を図る。
また、特別支援課やＳＣ等と連携を図る。

学校保健委員会で情報共有・意見交換を充分に行い、学校医や地域と連携しながら学校保健活動の充実を図る。

環境美化意識向上の一環として、清掃を充実させ効率の良い清掃活動を図る。

美化委員会と連携し、掃除用具の在庫管理を随時実施し調整する。

ボランティア清掃（年間１２回程度）の充実及び、部活動との連携により環境美化に取り組む。

・いじめアンケート
・学校生活アンケート
・個別の支援・指導計画作成数
・生徒の相談件数

・研修時のアンケート

・健康調査
・日本スポーツ振興センター災害共済給付金件数

毎時の予鈴の放送に留意させて、生徒の時間管理能力の育成を図る。

校務支援システムやデジタル採点システムのマニュアルの整理、周知徹底を図る。

中学校及び学習塾への訪問を通し、教職員・塾講師の本校への信頼を獲得し、かつ、本校の教育活動の情報発信を効果的
に実施する。

特別支援課

情報・広報課

生徒指導課

生徒の基本的生活習慣の確立を行う。また、
リフレッシュタイムをとおして教員と生徒の信
頼関係を深める。

研修課

･部活動加入率
・ボランティア活動参加者数

･いじめ保護者アンケート
･PTA合同登校指導結果

各種アカウント管理、機器管理を円滑に進め、導入機器の故障に対し迅速に対応するため、計画的に備品購入・整備をすす
める。

公開授業、８月の進路相談事業、７月・１１月の体験入学等で、本校の魅力や教育活動を中学生および保護者にアピールす
る。

広報物、ホームページ、インスタグラムを生徒とともに盛り上げて、本校の教育活動の様子を積極的に発信する。

基本研修対象者への効果的な校内研修、日々のＯＪＴ実施を図る。

県からの確認、連絡、報告の調整と基本研修等の対象者への提出期日の周知徹底。
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進路に関する情報収集能力を育成しながら課
題解決に具体的に取り組ませ、進路実現を図
る。

保護者等との連携を深め、各人の適性や資質・能力に合致した進学の選択を行うように支援する。

多様な入試制度に対応するため、志望理由書や小論文の作成の指導や面接指導を効果的に行う。

外部機関との連携を積極的に行い、就職に必要な基礎力を身に付けさせる。

第２学年の３学期から面談を行うことで、生徒理解に取組み、適切な職業選択ができるように促す。

庶務課

進学課

諸会議について、情報共有を確実に行うために、受付や資料準備などを適切に行う。

就職課

諸行事について、教職員の業務分担や内容を明確にするために、分かりやすい要項の作成や会議等での周知・伝達、教職
員の連絡・調整を着実に行う。

諸行事後に適宜アンケートを取り、次年度に向けて課題を改善する。

学校評議委員会、学校関係者評価委員会、諮問委員会等の会議における意見に対する実現を図る。

ＰＴＡ活動のサポートに対し積極的に取り組み、諸行事を円滑に行う。

ＰＴＡとの連絡を密に行い、諸行事における教職員との連携・調整を図る。

長期休業中等の時間を活用して、講座等を実施し、学力の向上及び学習習慣の定着を目指す。

外部模擬試験を実施し、基礎学力の定着と進路実現につなげる。

進学説明会やアカデミックインターンシップを通して、進路実現への動機づけを図る。

西南学院大・福岡大・九産大・福岡工業大学に合計２０名以上（福岡大３名以上）の合格を目標に指導する。

学校評議委員会やＰＴＡなどとの連携を深め、
教育活動・教育環境の向上を図り教育目標の
達成を図る。

学力の定着とともに自身の適性や能力を知
り、目標に向け取り組めるよう支援する。

保護者・教員間の連携を図り、学力・自己表
現力を身につけさせる指導を行い、進路実現
をはかる。

インターンシップを通して業界、企業への理解と、自分の適性の理解を深めさせ、進路選択の意識付けを行う。

主体的に広く深く学び、自己の能力や適性に
合致した確かな職業選択を行う力を育成す
る。

第１学年

基本的生活習慣の確立と高校生活の充実を
図るとともに、玄洋高校生としての帰属意識を
育成する。

時を守ることの大切さを理解させ、欠席・遅刻を安易にせず、常に早めに行動する習慣を意識づける指導を行う。

教師が挨拶など率先垂範を心掛け、生徒の規範意識を向上させる指導を行う。

学校外での活動に積極的に参加させ、アカデミックインターンシップや地域貢献活動を通して、生徒の自己肯定感を高める。

学習方法の指導を通じて、知識を得ることの
楽しさを引き出すとともに、社会及び自己の未
来を見据え、自分に適した進路を選択する能
力を育成する。

学び直しの学習を活用し、中学校段階までの学習内容の定着を図り、生徒が主体的に学習に取り組む態度を向上させる。

進路指導部と連携し、「総合的な探究の時間」を活用しながら各系統ごとの情報提供と分析を的確に行い、生徒の進路目標を
確定させる。

第２学年

生徒とのコミュニケーションを十分にとりながら生徒理解を図り、自己肯定感を高めさせる。

クラスや学年の中での自身の役割を理解させ、学校行事等においてそれぞれの役割を果たす生徒を育成する。

学校生活において、常に先輩・後輩との関わりを意識させ、第２学年として何をすべきか考えさせて行動させる。

授業を大事にさせ、学びの意欲を高め、社会で生き抜く知識を身に付けさせる。

ボランティア活動や進路的行事で自身の適性を見極めさせ、適切な進路選択につなげる。

校外活動などにおいて、社会に目を向けさせ、なりたい職業の選択肢が増えるよう働きかける。

帰属意識を高め、各々の個性を活かし、学校
の中核となる生徒の育成を図る。

進路探究に努め、自身に適した進路を決定す
る。

第３学年

学校行事においては、学年集会等を通し、生徒が個性を生かしながら、集団の中で主体的に活動できるよう働きかける。

学校全体を牽引させるために、リーダーシップ、フォロワーシップについて学ばせ、人間力向上を図る。

学校生活全般において、目標設定や振り返りを行わせ、主体性を磨き、自己肯定感を高めさせる。

・授業アンケート
・学校生活アンケート

・進路希望調査
・就職ガイダンスアンケート

・就職内定率

・授業アンケート
・学校生活アンケート

・授業アンケート
・学校生活アンケート

３年間を見通した公務員受験指導を外部専門
機関と連携してすすめる。

学校行事や刊行物等の計画・調整・立案に携
わり、円滑な実施・遂行に寄与する。

・学校評議委員会、学校関係者評価委員会、諮問
委員会等における各委員等からの直接意見聴取

・各行事における来場者アンケート

個別指導や個人面談を十分に行い、望む進路を選択できるよう共に考える。

ボランティア活動への参加を促し、社会貢献活動を通して自己有用感を高めさせる。

進路指導部と連携し、各系統に応じた情報提供を生徒・保護者等に行う。

個人の力と集団の力を十分に発揮し、学校全
体を牽引する集団の育成を目指す。

目指す進路に向けて、必要な資質を自ら真摯
に学び、進路実現に向かう生徒の育成を目指
す。

ＩＣＴの効果的な活用や観点別評価を通して、生徒に対し主体的に学習に取り組む大切さを理解させ、学力の向上にもつなげ
る。

・進路希望調査

・進学保護者会アンケート

公務員特別講座の実施や説明会を実施し、公務員希望者を各学年１５名程度に拡大する。また、公務員に必要とされる資質
の向上のため、部活動の加入やボランティア活動への積極的な参画を促す。

・公務員合格者数

合同企業説明会や応募前職場前見学を通して8月末までに応募先を決定し、1日でも早く受験準備を始め土台作りを行う。

面接練習等を学年と協力して計画的に行う。また、企業訪問を職員が協力して行うことで、事業所との信頼関係を充実させ
る。

進路セミナー等のガイダンスを充実させ、２学期までに学校推薦による就職を志望する第３学年生徒に100％の合格を達成で
きるように支援する。

公務員課
公務員希望者を対象に、外部専門機関と連携を図り、ガイダンスや講座など計画的に行うことで公務員試験の準備をする。ま
た、警察や自衛隊等と連携を行い、面接指導の充実を図る。


